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ふれあいバス見直しの方向性
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◆収支率を改善させ、持続可能な交通
システムを構築するため、料金制
度の見直し（すこやかカードを無
償化から割引料金の負担へ）

乗
降
実
態
調
査
結
果

○すこやかカード保有者の運賃無料については、｢「すこやかカード」が利用できることは高齢者に喜ばれており、
続けるべき｣が全体の約66％を占め最も多い。

○ ふれあいバスの運行に肯定的な回答（もっと運行すべきと現状でよいの合計）は、全体の約69％を占めている。
○ 10年後のふれあいバスの利用の有無は、｢利用する｣が全体の約45％を占め最も多い。

○ 利用しやすいと回答している割合が高い項目は、｢バスの運賃｣が最も多く、次いで｢バス停での乗り降りのしや
すさ｣。

○ 平成２年に比べて平成２２年の高齢化率は約６％増加の １８.８％に。北部地域では、平成２２年の高齢化率が
２５.４％と南部地域より約８％高い。

○ 利用者は、増加傾向にあるが、南部２コースの利用が最も少ない。
○ 平均乗車密度は、県内３７のコミュニティバス事業中、１９番目で低い（平成18年度）。

○ 収支率は、高齢者（町内在住の70歳以上）と障がい者の運賃無料化実施以降、年々減少傾向。利用者が少な
い南部２コースの収支率が平成２１年度で約２.８％と最も低い。

○ 収支率は、県内３７のコミュニティバス事業中、３０番目で低い（平成18年度）。

○ ふれあいバスの運行所要時間が長い。
北部1コース：杉生新田～日生中央間が約９６分、北部２コース：柏原～日生中央間が約９４分、
南部１コース：千軒～ふるさと館間が約１００分、南部２コース：伏見台五丁目～ふるさと館間が約９３分

○ 町南部の主要地方道川西篠山線（猪名川バイパス）の開通に伴い、路線バス（阪急バス）のネットワークが充実。

○ バス停乗降車数は、「日生中央」が 209人と最も多く、次いで「ジャスコ猪名川店」が 165人、｢ゆうあいセンター｣
が 127人。

○ 調査期間中におけるバス停乗降車数が０人のバス停は、３３バス停。

○ 運行便別でみた利用者数は、各コースともに午前中に始発バス停を出発する便が、午後に始発バス停を出発
する便と比べ多い。

○ 利用しづらいと回答している割合が高い項目は、｢バスの走る本数｣が最も多く、次いで｢バスの乗車時間｣、「バ
スの走っている時間帯」、｢バスの運行ルートやバス停の位置｣、｢バス停施設（ベンチや屋根）｣。

○ 改善ニーズは、｢バスの走る本数｣が最も多く、次いで｢バスの走っている時間帯｣、｢バスの乗車時間｣。
○ 目的地までの乗車可能時間は、｢21～30分｣が最も多い。

◆利用者が少ない時間帯を運行するダ
イヤの見直し

◆利用者が少ないバス停を運行する区
間を対象とした運行ルートを短縮
する等の見直し

◆充実した路線バスネットワークと重
複し、利用者が少ない南部２コー
スの運行ルートの見直し

◆各地域から中心部等への所要時間
（運行距離）の短縮に向けた運行
ルートの再編

○ コース別利用者数は、南部１コースが 170人と最も多く、次いで北部 １コースと北部２コースがともに 161人、南
部２コースが最も少なく 99人。

○ コース別平均乗車密度は、南部１コースが最も多く0.84 人/km 、次いで北部１コースが0.75 人/km 、北部２コー
スが0.70 人/km 、南部２コースが0.50 人/km。

◆各ルートの運行所要時間（運行距
離）の短縮の結果により、可能な
範囲での運行本数見直しを実施

◆住民の９割以上に認知されているふ
れあいバスを実際に乗車してもら
う利用促進の実施

○ 普段の公共交通の利用状況は、｢全く利用しない｣が全体の約31％を占め最も多い。北部地区では、公共交通
を｢全く利用しない｣が全体の約46％を占める。

○ 利用状況は、 ｢利用したことがない｣が全体の約79％。｢この1年間で利用した｣が約14％。
○ 利用頻度は、｢年に数回程度｣が全体の約33％を占め最も多い。次いで、｢月に1～2日程度｣が約25％、｢週に2
～3日程度｣が約23％。

■ 自動車利用できない人が
多い高齢者に対するモビ
リティの確保

■ふれあいバスの利用促進

■ 年々減少傾向にある収支
率を改善

■ 利用者が少ない南部２
コースの路線再編

■ 各地域から中心部等への
所要時間および運行距離
を短縮するためのルート
等の見直し

■ 利用者ニーズに対応した
ダイヤの見直し

■ 利用者が少ないバス停を
運行するルートの見直し

■ 利用者ニーズに対応した
運行本数の見直し

■ 持続可能な交通システム
とするための料金負担や
財政負担のあり方につい
ての検討

※前回の公共交通会議資料再掲
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平成18年5月より、「すこやかカー
ド」、「身体障害者手帳」所持者は運賃
無料

ふれあいバスの運行目的と目標
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平成12年4月1日 より運行開始（バス１台：定員35人）

町
内
を
広
く
、
き
め
こ
ま
か
く
運
行

平成22年7月 ふれあいバス利用実態調査
平成22年9月 住民アンケート実施

○利用者ニーズに合っていない

～運行開始から約10年が経過～

平成13年11月22日より2台で運行

平成18年5月1日より町内在住の70歳以上の方（「すこやかカード」の提示必要）と
身体・知的・精神障害者の手帳所持者は無料に

ふれあいバスの導入目的
・高齢者、障がい者など車を運転されない方への移動手段確保。
・交通空白地の解消（町内全域を走行）。
・公共施設へのアクセス向上、利用活性化。

みんなが便利で利用しやすく、持続可能な公共交通へ見直し

問ふれあいバスの利用のしやすさ

ふれあいバスを利用
しづらい人が多い
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バス停に掲示している時刻表や路線図

バス停での乗り降りのしやすさ

バスの運賃

バスの運行ルートやバス停の位置

鉄道や路線バスの乗り換えのしやすさ

バス停施設（ベンチや屋根）

利用しやすい ふつう 利用しづらい わからない

○ふれあいバス運行への財政投資額が年々増加

ふれあいバス運行に課題が・・・



平成22年 平成27年 平成32年

小学生以下
（～12歳）

4.0 3.6 3.2

中学生以上の学生
（12～20歳）

27.9 27.7 28.6

成人1
（20～40歳）

11.0 10.8 10.3

成人2
（40歳～65歳）

44.9 45.7 45.4

高齢者
（65歳～69歳）

167.5 212.5 221.0

高齢者
（70歳以上）

333.8 441.6 572.3

計 589.1 741.8 880.8

猪名川町の人口 32,529 34,017 35,016

ふれあいバスを日常に利用する住民
が人口に占める割合

1.8% 2.2% 2.5%

ふれあいバスを日常に利用する住民の予測
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・ふれあいバス利用実態調査（平成22年7月実施）及び住民アンケート（平成22年9月実施）の結果をもとに、ふれあいバスを
日常に利用する住民を算定する（現在、５年後、１０年後の３ケース）。

・平成22年のふれあいバスを日常に利用する住民は、５８９人である。

・将来は、ふれあいバスの最も多い利用者層である65歳人口が増加するため、５年後の平成27年で約７４２人、１０年後の平
成32年で約８８１人に増加すると想定され、利用者ニーズに応じたふれあいバスの運行が望まれる。

◆ふれあいバスを日常に利用する住民

◆ふれあいバスを日常に利用する住民（構成割合）

◆ふれあいバスを日常に利用する住民の算出の考え方

出典：平成22年は平成22年度年齢別人口一覧表猪名川町生活部住民生活課ホームページ、 『第五次猪名川町総
合計画』（平成22年3月猪名川町） による人口の将来目標

※平成22年は、ふれあいバス利用実態調査を実施した時期と合わせるためＨ22年7月末時点の人口とする

ふれあいバス利用実態調査
期間中の利用者合計

住民アンケート：ふれあいバス
の利用頻度

利用頻度別でみたふれあいバスを
日常に利用する住民を算出

平成22年7月猪名川町
人口

※日常に利用する頻度
を「ほぼ毎日」～「月に
１～２日程度」とする

第五次猪名川町総合計画
による人口の将来目標

平成22年の年齢区分別のふ
れあいバスを日常に利用する

住民を算出

平成27、32年の年齢区分別の
ふれあいバスを日常に利用する

住民を算出

平成22年 平成27年 平成32年

小学生以下
（～12歳）

0.7% 0.5% 0.4%

中学生以上の学生
（12～20歳）

4.7% 3.7% 3.2%

成人1
（20～40歳）

1.9% 1.5% 1.2%

成人2
（40歳～65歳）

7.6% 6.2% 5.2%

高齢者
（65歳～69歳）

28.4% 28.6% 25.1%

高齢者
（70歳以上）

56.7% 59.5% 65.0%

計 100.0% 100.0% 100.0%



ふれあいバスの料金体系変更による収支予測
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・前述のふれあいバスを日常に利用する住民より、１週間あたりのふれあいバス利用者数を算出し、運行収入及び収支率を
算定する。

・料金体系は、現行の料金体系、見直し料金体系２ケース（１乗車：１００円・すこやかカード提示者：５０円と１乗車：２００円・
すこやかカード提示者１００円）とする。

・算定した収支率をみると、現行の料金体系では年々減少傾向にあるが、見直し料金体系の２ケースは収支率が将来にわ
たり、改善されるものと考えられる。

◆現行の料金体系の収支予測◆ふれあいバスの料金体系変更による収支予測の考え方

◆見直し料金体系の収支予測

（１乗車：１００円・すこやかカード提示者：５０円）

◆見直し料金体系の収支予測

（１乗車：２００円・すこやかカード提示者：１００円）

平成22年、27、32年の年齢区分別のふれあいバス
を日常に利用する住民

平成22年、27、32年の年齢区分別のふれあいバス
の１週間あたり利用者数を算出

現行の料金体系での収支予測

見直し料金体系の収支予測
（１乗車：１００円・すこやかカード提示者：５０円）

見直し料金体系の収支予測
（１乗車：２００円・すこやかカード提示者：１００円）

ふれあいバス利用実態調査
期間中の利用者属性（年齢）

住民アンケート：ふれあいバス
の利用頻度

平成22年 平成27年 平成32年

１週間あたり利用者数（人） 591.0 744.2 883.7

　　うち70歳以上利用者数（人） 334.9 443.0 574.1

現金・ICカード等（円） 25,150.7 29,579.5 30,400.1

すこやかカード等（円） 0 0 0

１週間あたりの収入（円） 25,150.7 29,579.5 30,400.1

１週間あたり運行経費（円） 445,091.4 445,091.4 445,091.4

収支率 5.7% 6.6% 6.8%

平成22年 平成27年 平成32年

１週間あたり利用者数（人） 591.0 744.2 883.7

　　うち70歳以上利用者数（人） 334.9 443.0 574.1

現金・ICカード等（円） 25,607.5 30,116.6 30,952.1

すこやかカード等（円） 16,746.3 22,151.6 28,707.3

１週間あたりの収入（円） 42,353.7 52,268.2 59,659.4

１週間あたり運行経費（円） 445,091.4 445,091.4 445,091.4

収支率 9.5% 11.7% 13.4%

平成22年 平成27年 平成32年

１週間あたり利用者数（人） 591.0 744.2 883.7

　　うち70歳以上利用者数（人） 334.9 443.0 574.1

現金・ICカード等（円） 51,214.9 60,233.2 61,904.2

すこやかカード等（円） 33,492.5 44,303.2 57,414.6

１週間あたりの収入（円） 84,707.5 104,536.4 119,318.8

１週間あたり運行経費（円） 445,091.4 445,091.4 445,091.4

収支率 19.0% 23.5% 26.8%

※少子高齢社会における公共交通のあり方報告書（平成20年2月 県民局長会県土整備部会）及び猪名川町資料（ふれあいバスの収支率のみ）より算定

【参考】
県内のコミュニティバス事業の
収支率の平均（平成18年度）

２４.２％※



ふれあいバス見直し素案
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■ふれあいバス見直し素案一覧
見直し案（その１） 見直し案（その２） 見直し案（その３） 見直し案（その４）

【現行ルートを基本に見直し】 【ルートを見直し】 【ルートを見直し】 【ルート・車両を見直し】

概要

・ 現行のルートを基本に見直す
・ 北部２のルートを一部見直し、ジャスコ猪名
川店等への所要時間を短縮
・ 南部１及び南部２コースは、ゆうあいセン
ター止りに短縮
・ 利用が少ない区間は運行休止
・ 運行回数は変更なし（※週３日運行、１運
行日あたり２往復の運行）

・ 北部地域からジャスコ猪名川店へのアクセ
ス確保
・ 南部地域からゆうあいセンターへのアクセ
ス確保
・ 南部地域は、路線バスとの重複区間を大
幅に削減
・ 利用が少ない区間は運行休止
・ 路線短縮等により、１日３往復が可能に（週
３日運行）

・ 北部地域からジャスコ猪名川店へのアクセ
ス確保
・ 南部地域からゆうあいセンターへのアクセ
ス確保
・ 北部地域の運行ルートを１コースに集約
・ 利用が少ない区間は運行休止
・ 路線短縮等により、毎日２往復運行可能

・ 北部地域にデマンド交通を導入
・ 北部地域は基幹交通とフィーダー交通（デ
マンド）に路線を区分
・ 南部地域からゆうあいセンターへのアクセ
ス確保
・ 利用が少ない区間は運行休止
・ 路線短縮等により、Ａコース：４往復、Ｂコー
ス：３往復、Ｃコース：２往復運行可能（Ａコー
ス毎日運行、Ｂ・Ｃコース週３日運行）

コース案

４コースで運行
◎北部１コース◎
奥猪名健康の郷～旭ヶ丘～ふるさと館～ゆう
あいセンター～ジャスコ猪名川店～猪名川町
役場～日生中央
◎北部２コース◎
柏原～旭ヶ丘～《木間生旭ヶ丘線経由》～ふ
るさと館～ゆうあいセンター～ジャスコ猪名川
店～猪名川町役場～日生中央
◎南部１コース◎
千軒～上阿古谷～日生中央～松尾台～ゆう
あいセンター～猪名川町役場～ジャスコ猪名
川店銀山公会堂前～猪名川町役場～ゆうあ
いセンター
◎南部２コース◎
ゆうあいセンター～猪渕公会堂前～ジャスコ
猪名川店～猪名川町役場～ゆうあいセン
ター～日生中央～伏見池公園前～日生中央
～内馬場

４コースで運行
◎Ａコース◎
奥猪名健康の郷～旭ヶ丘～ふるさと館～ゆう
あいセンター～ジャスコ猪名川店～猪名川町
役場
◎Ｂコース◎
柏原～旭ヶ丘～《木間生旭ヶ丘線経由》～ふ
るさと館～ゆうあいセンター～ジャスコ猪名川
店～猪名川町役場
◎Ｃコース◎
千軒～上阿古谷～日生中央～松尾台～猪
名川町役場～ジャスコ猪名川店～ゆうあいセ
ンター～槻並仁部上～東山
◎Ｄコース◎
猪名川台南公園前～つつじが丘～猪渕公会
堂前～銀山公会堂前～猪名川町役場～ジャ
スコ猪名川店～ゆうあいセンター～日生中央
～伏見池公園前～日生中央～内馬場

３コースで運行
◎Ａコース◎
柏原～旭ヶ丘～アイディタウン～猪名川グ
リーンランド～ふるさと館～ゆうあいセンター
～ジャスコ猪名川店～猪名川町役場
◎Ｂコース◎
千軒～上阿古谷～日生中央～松尾台～猪
名川町役場～ジャスコ猪名川店～ゆうあいセ
ンター～槻並仁部上～東山
◎Ｃコース◎
猪名川台南公園前～つつじが丘～猪渕公会
堂前～銀山公会堂前～猪名川町役場～ジャ
スコ猪名川店～ゆうあいセンター～日生中央
～伏見池公園前～日生中央～内馬場

３コース+デマンド交通で運行
◎Ａコース◎
杉生～旭ヶ丘～アイディタウン～猪名川グ
リーンランド～ふるさと館～ゆうあいセンター
～ジャスコ猪名川店～猪名川町役場
◎Ｂコース◎
千軒～上阿古谷～日生中央～松尾台～猪
名川町役場～ジャスコ猪名川店～ゆうあいセ
ンター～槻並仁部上～東山
◎Ｃコース◎
猪名川台南公園前～つつじが丘～猪渕公会
堂前～銀山公会堂前～猪名川町役場～ジャ
スコ猪名川店～ゆうあいセンター～日生中央
～伏見池公園前～日生中央～内馬場

メリット

・ 旭ヶ丘からジャスコ猪名川店への所要時間
がBコース利用で最大14分短縮

・ １日あたりの運行回数が各コース３往
復
・ 旭ヶ丘からジャスコ猪名川店への所要時間
がBコース利用で最大28分短縮
・ 千軒からジャスコ猪名川店への所要時間
がCコース利用で32分短縮

・ 各コース毎日運行が可能に（ただし、運
行回数は現状のまま）
･ 柏原からジャスコ猪名川店への所要時間
がＡコース利用で13分短縮
・ 千軒からジャスコ猪名川店への所要時間
がCコース利用で32分短縮

･ 運行コースの組み合わせ方法では、１
日３往復の運行が可能に
・ 旭ヶ丘からジャスコ猪名川店への所要時間
がＡコース利用で最大28分短縮
･ 千軒からジャスコ猪名川店への所要時間
がCコース利用で32分短縮

デメリット

・　現行のコースをベースとして部分的な見直
しとなる

・ 北部地域から日生中央へは、路線バス利
用が原則となる

・ 北部地域から日生中央へは、路線バス利
用が原則となる
・ 北部地域の奥猪名健康の郷～杉生間から
ジャスコ猪名川店へは路線バスからふれあ
いバスへ乗継が必要になる（乗継拠点候補：
杉生）
・ 杉生～紫合間は、路線バスとＡコースがほ
ぼ同時間帯に運行する

・ 北部地域ではデマンドで乗継拠点へ移動
し、ふれあいバスに乗継が必要である
・ デマンド交通運行のための車両手配が必
要（ワゴン車相当の規模を想定）
・ デマンド運用のシステム構築が必要

運行車両数 ２台 ２台 ２台 ２台 ＋ α（デマンド交通で運行する車両）

項目
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■見直し案（その１）
【現行ルートを基本に見直し】

柏原

杉生

旭ヶ丘上

アイディタウン

ふるさと館
槻並仁部上

大井

ゆうあいセンター

社会福祉会館

ジャスコ猪名川店

図書館前

猪名川町役場
日生中央

鎌倉

奥猪名健康の郷

猪名川グリーンランド

今井病院

伏見池公園前

内馬場

荘苑自治会館前

千軒

紫合

銀山公会堂前

猪渕公会堂前

上肝川

つつじが丘

１丁目

つつじが丘２丁目

松尾台４丁目南

広根

・現行のルートを基本に見直す
・運行日及び運行回数は変更なし（※週３日運行、１運行日あたり２往復）
・北部２のルートを一部見直し、ジャスコ猪名川店等への所要時間を短縮
・南部１及び南部２コースは、ゆうあいセンター止りに短縮
・利用が少ない区間は運行休止

バス停名称
所要時間
（分）

備考

奥猪名健康の郷 - 起点
杉生 8
鎌倉 2
旭ヶ丘上 8
アイディタウン 14
猪名川グリーンランド 5
ふるさと館 8
ゆうあいセンター 13
ジャスコ猪名川店 8
若葉２丁目 8
猪名川町役場 8
日生中央 11 終点
終点までの所要時間 93

バス停名称
所要時間
（分）

備考

柏原 - 起点
杉生 8
旭ヶ丘上 8
町道木間生・旭ヶ丘線 （経由）
ふるさと館 7
槻並仁部上 12
ゆうあいセンター 20
ジャスコ猪名川店 8
猪名川町役場 11
日生中央 11 終点
終点までの所要時間 85

バス停名称
所要時間
（分）

備考

千軒 - 起点
荘苑自治会館前 17
日生中央 14
ゆうあいセンター 13
猪名川町役場 15
ジャスコ猪名川店 4
銀山公会堂前 12
猪名川町役場 10
ゆうあいセンター 9 終点
終点までの所要時間 94

バス停名称
所要時間
（分）

備考

内馬場 - 起点
日生中央 4
伏見台 （経由）
日生中央 18
松尾台 （経由）
日生中央 14
ゆうあいセンター 12
猪名川町役場 15
ジャスコ猪名川店 4
猪渕公会堂前 13
猪名川町役場 19
ゆうあいセンター 9 終点
終点までの所要時間 108

【北部１コース】 【北部２コース】

【南部１コース】 【南部２コース】

※操車による回送時間は考慮していない。
　 時間調整による停車時間は含まない。
　 所要時間は時刻表による（待機時間は考慮していない）
　 新たなルートの所要時間は、走行速度30km/hと想定し算定

：北部１コース
：北部２コース
：南部１コース
：南部２コース
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■見直し案（その２） 【ルートを見直し】

柏原

杉生

旭ヶ丘上

アイディタウン

ふるさと館
槻並仁部上

大井

ゆうあいセンター

社会福祉会館

ジャスコ猪名川店

図書館前

猪名川町役場
日生中央

鎌倉

奥猪名健康の郷

猪名川グリーンランド

今井病院

伏見池公園前

内馬場

荘苑自治会館前

千軒

紫合

銀山公会堂前

猪渕公会堂前

上肝川

つつじが丘

１丁目

つつじが丘２丁目

松尾台４丁目南

広根

東山

猪名川台南公園前

・路線短縮等により、１日３往復が可能に（週３日運行）
・北部地域からジャスコ猪名川店へのアクセス確保
・南部地域からゆうあいセンターへのアクセス確保
・南部地域は、路線バスとの重複区間を大幅に削減
・利用が少ない区間は運行休止

【Ａコース】 【Ｂコース】

【Ｃコース】

【Ｄコース】

※操車による回送時間は考慮していない。
　 時間調整による停車時間は含まない。
　 所要時間は時刻表による（待機時間は考慮していない）
　 新たなルートの所要時間は、走行速度30km/hと想定し算定

：Ａコース
：Ｂコース
：Ｃコース
：Ｄコース

バス停名称
所要時間
（分）

備考

奥猪名健康の郷 - 起点
旭ヶ丘上 18
ふるさと館 22 猪名川グリーンランド経由

大井 7
ゆうあいセンター 3
猪名川町役場 7
ジャスコ猪名川店 6 終点
終点までの所要時間 63

バス停名称
所要時間
（分）

備考

柏原 - 起点
旭ヶ丘上 16
（木間生旭ヶ丘線経由） -
ふるさと館 7
大井 7
ゆうあいセンター 3
猪名川町役場 7
ジャスコ猪名川店 6 終点
終点までの所要時間 46

バス停名称
所要時間
（分）

備考

千軒 - 起点
上阿古谷西 7
荘苑自治会館前 10
日生中央 8 東山まで47分
松尾台南四丁目 5
猪名川町役場 2
柏梨田 2
さんかく緑地前 2 猪名川小経由
町営住宅前 1
ジャスコ猪名川店 2 千軒から39分
ゆうあいセンター 10
大井 3
槻並仁部北 14 日生中央から38分
東山 9 終点
終点までの所要時間 75

バス停名称
所要時間
（分）

備考

猪名川台南公園前 - 起点
つつじが丘一丁目 4
つつじが丘二丁目 2
猪渕公会堂前 3
銀山公会堂前 5
広根ニューハイツ前 4
猪名川町役場 4
さんかく緑地前 6 パークタウン東口経由
町営住宅前 1
ジャスコ猪名川店 2
ゆうあいセンター 10
紫合 7
松尾台南四丁目 8
日生中央 5
伏見池公園前 8
日生中央 5
内馬場 4 終点
終点までの所要時間 78
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■見直し案（その３） 【ルートを見直し】

柏原

杉生

旭ヶ丘上

アイディタウン

ふるさと館
槻並仁部上

大井

ゆうあいセンター

社会福祉会館

ジャスコ猪名川店

図書館前

猪名川町役場
日生中央

鎌倉

奥猪名健康の郷

猪名川グリーンランド

今井病院

伏見池公園前

内馬場

荘苑自治会館前

千軒

紫合

銀山公会堂前

猪渕公会堂前

上肝川

つつじが丘
１丁目

つつじが丘２丁目

松尾台４丁目南

広根

猪名川台南公園前

東山

・路線短縮等により、毎日２往復運行可能
・北部地域からジャスコ猪名川店へのアクセス確保
・南部地域からゆうあいセンターへのアクセス確保
・北部地域の運行ルートを１コースに集約
・利用が少ない区間は運行休止

【Ａコース】 【Ｂコース】

【Ｃコース】

※操車による回送時間は考慮していない。
　 時間調整による停車時間は含まない。
　 所要時間は時刻表による（待機時間は考慮していない）
　 新たなルートの所要時間は、走行速度30km/hと想定し算定

：Ａコース
：Ｂコース
：Ｃコース

バス停名称
所要時間
（分）

備考

柏原 - 起点
旭ヶ丘上 16
ふるさと館 22 グリーンランド経由
大井 7
ゆうあいセンター 3
猪名川町役場 7
ジャスコ猪名川店 6 終点
終点までの所要時間 61

バス停名称
所要時間
（分）

備考

千軒 - 起点
上阿古谷西 7
荘苑自治会館前 10
日生中央 8 東山まで47分
松尾台南四丁目 5
猪名川町役場 2
柏梨田 2
さんかく緑地前 2 猪名川小経由
町営住宅前 1
ジャスコ猪名川店 2 千軒から39分
ゆうあいセンター 10
大井 3
槻並仁部北 14 日生中央から38分
東山 9 終点
終点までの所要時間 75

バス停名称
所要時間
（分）

備考

猪名川台南公園前 - 起点
つつじが丘一丁目 4
つつじが丘二丁目 2
猪渕公会堂前 3
銀山公会堂前 5
広根ニューハイツ前 4
猪名川町役場 4
さんかく緑地前 6 パークタウン東口経由
町営住宅前 1
ジャスコ猪名川店 2
ゆうあいセンター 10
紫合 7
松尾台南四丁目 8
日生中央 5
伏見池公園前 8
日生中央 5
内馬場 4 終点
終点までの所要時間 78



ふれあいバス見直し素案

9

■見直し案（その４） 【ルート・車両を見直し】

柏原

杉生

旭ヶ丘上

アイディタウン

ふるさと館
槻並仁部上

大井

ゆうあいセンター

社会福祉会館

ジャスコ猪名川店

図書館前

猪名川町役場
日生中央

鎌倉

奥猪名健康の郷

猪名川グリーンランド

今井病院

伏見池公園前

内馬場

荘苑自治会館前

千軒

紫合

銀山公会堂前

猪渕公会堂前

上肝川

つつじが丘

１丁目

つつじが丘２丁目

松尾台４丁目南

広根

東山

猪名川台南公園前

乗継拠点

乗継拠点

乗継拠点

・路線短縮等により、Ａコース：４往復、Ｂコース：３往復、Ｃコース：２

往復運行可能（Ａコース毎日運行、Ｂ・Ｃコース週３日運行）
・北部地域にデマンド交通を導入
・北部地域は基幹交通とフィーダー交通（デマンド）に路線を区分
・南部地域からゆうあいセンターへのアクセス確保
・利用が少ない区間は運行休止

【Ａコース】 【Ｂコース】

【Ｃコース】

※操車による回送時間は考慮していない。
　 時間調整による停車時間は含まない。
　 所要時間は時刻表による（待機時間は考慮していない）
　 新たなルートの所要時間は、走行速度30km/hと想定し算定

：Ａコース
：Ｂコース
：Ｃコース
：デマンド区間

バス停名称
所要時間
（分）

備考

杉生 - 起点
旭ヶ丘上 8
（木間生旭ヶ丘線経由） -
ふるさと館 7
今井病院 9
大井 4
ゆうあいセンター 3
ジャスコ猪名川店 10
町営住宅前 2
さんかく緑地前 1 猪名川小経由
猪名川町役場 4
紫合 3
日生中央 5 終点
終点までの所要時間 56

バス停名称
所要時間
（分）

備考

千軒 - 起点
上阿古谷西 7
荘苑自治会館前 10
日生中央 8 東山まで47分
松尾台南四丁目 5
猪名川町役場 2
柏梨田 2
さんかく緑地前 2 猪名川小経由
町営住宅前 1
ジャスコ猪名川店 2 千軒から39分
ゆうあいセンター 10
終点までの所要時間 49

バス停名称
所要時間
（分）

備考

猪名川台南公園前 - 起点
つつじが丘一丁目 4
つつじが丘二丁目 2
猪渕公会堂前 3
銀山公会堂前 5
広根ニューハイツ前 4
猪名川町役場 4
さんかく緑地前 6 パークタウン東口経由
町営住宅前 1
ジャスコ猪名川店 2
ゆうあいセンター 10
紫合 7
松尾台南四丁目 8
日生中央 5
伏見池公園前 8
日生中央 5
内馬場 4 終点
終点までの所要時間 78
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【参考】現行ルート

柏原

杉生

旭ヶ丘上

アイディタウン

ふるさと館
槻並仁部上

大井

ゆうあいセンター

社会福祉会館

ジャスコ猪名川店

図書館前

猪名川町役場
日生中央

鎌倉

奥猪名健康の郷

猪名川グリーンランド

今井病院

伏見池公園前

内馬場

荘苑自治会館前

千軒

紫合

銀山公会堂前

猪渕公会堂前

上肝川

つつじが丘

１丁目

つつじが丘２丁目

松尾台４丁目南

広根

【北部１コース】 【北部２コース】

【南部１コース】 【南部２コース】

バス停名称
所要時間
（分）

奥猪名健康の郷 -
杉生 8
鎌倉 2
旭ヶ丘上 8
アイディタウン 14
猪名川グリーンランド 5
ふるさと館 8
ゆうあいセンター 13
ジャスコ猪名川店 8
若葉２丁目 8
猪名川町役場 8
南田原口 （経由）
日生中央 14
計 96

バス停名称
所要時間
（分）

柏原 -
杉生 8
旭ヶ丘上 8
アイディタウン 16
ふるさと館 5
槻並仁部上 12
ゆうあいセンター 20
ジャスコ猪名川店 8
若葉２丁目 8
猪名川町役場 8
日生中央 11
計 104

：北部１コース
：北部２コース
：南部１コース
：南部２コース

バス停名称
所要時間
（分）

千軒 -
荘苑自治会館前 17
松尾台 （経由）
日生中央 19
猪名川町役場 13
銀山公会堂前 10
ジャスコ猪名川店 12
ゆうあいセンター 13
スポーツセンター前 9
ふるさと館 7
計 100

バス停名称
所要時間
（分）

内馬場 -
日生中央 4
伏見台 （経由）
日生中央 18
猪名川町役場 13
上肝川 12
猪渕公会堂前 19
ジャスコ猪名川店 8
ゆうあいセンター 13
スポーツセンター前 9
ふるさと館 7
計 103



見直しに向けた地域との協議プロセス

■ふれあいバス見直し計画策定までのイメージ（素案）

11

ふれあいバス見直し検討のための
意見交換会開催（第１回）

ふれあいバス見直し計画案の作成

ふれあいバス見直し検討のための
意見交換会開催（第２回）

ふれあいバス見直し計画の策定

３月

５月

７月

９月

ふれあいバス見直し計画に基づいた再編ルートでの運行開始

平成２４年度
以降

平成２３年度

平成２２年度

意見交換会は、地域において開催。
・まちづくり協議会（小学校校区を想定）

地域住民として、まちづくり協議会等のメンバーの参画を募る。

ふれあいバスの現状と課題を踏まえた上
で、見直し計画案及び持続可能な運行を
目標とした各コースの見直し基準を提示し
、利用促進に資する路線見直しの内容に
ついて意見交換を行う。

⇒乗車時間、運行時間帯や運行本数
・目標設定等について、参画を求めつ
くりあげる。

意見交換会の意見や現地等差結果等を
ふまえて作成した見直し案について、合意
形成を図る。
⇒見直し案について了承を頂く。

意見交換会での意見を受けて、現地踏査や運行経費、ダイヤ等の検討を行い、見直し案を作成

ふれあいバス見直し計画に基づいた運行計画作成、関係機関との調整、広報活動の実施

意見交換会開催に向けた調整・準備

意見交換会開催の
イメージ

意見交換会開催の
イメージ

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

※資料中の時期は、現時点での予定であり、
今後変更する可能性があります。

PDCA サイクルによるモニタリングとその事業評価による見直し・改善
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■大阪府箕面市：オレンジゆずるバス

・市民満足度の低いバスによる市内移動を充実させるため、箕面

市公共施設巡回福祉バス（Ｍバス）に代わって、日常生活・社
会生活の円滑な移動を確保する日常生活・社会生活の円滑
な移動を確保する目的で、平成22年9月1日から、市内を循環す
る箕面コミュニティバス『オレンジゆずるバス』を運行している。

・公共交通サービスを維持・向上するという視点から、サービスの
共通化・共同実施、役割分担、課題の解決に向けた取り組みの
実施等について路線バスとの連携を図り、共存・共栄できる関係
を構築している。

・市民協働による計画づくりの中で、評価・見直しを行う基準を設
定しており、利用状況や市民の意向を把握し、この基準を基に毎
年、市民協働による見直しを行うこととなっている。

【公共施設巡回福祉バス（Mバス）ルート図】

【オレンジゆずるバスルート図】
北部地域から市内を移動するには、路線バスとコミュニティバスの乗り換えが必要となり、
白島⇔かやの中央で路線バス（箕面森町線）との乗り継ぎ割引を実施

路線バスのうち、市内循環便については、
コミュニティバスに役割を移管して、箕面⇔
粟生団地⇔間谷住宅便を増発

平成22年9月1日以降

平成22年8月31日以前

西部北コース 212

西部南コース 175

中部コース 110

東部北コース 274

東部南コース 78

止々呂美コース 1

計 850

全平均 平日 土曜日 日・祝日

緑ルート（西部北循環） 167 185 148 122

桃ルート（西部南循環） 176 200 160 108

赤ルート（中部循環） 132 147 126 86

青ルート（東部北循環） 266 296 252 176

黄ルート（東部南循環） 168 182 165 123

計 909 1,010 851 615

【公共施設巡回福祉バス（Mバス）】
○利用者数の状況

【オレンジゆずるバス】

※平成22年9月1日から10月31日までの平均

※調査日：平成21年6月19日（金）
（止々呂美コースは18日（木））

出典：箕面市地域公共交通活性化協議会資料
（第3回協議会（平成21年8月31日開催））

出典：箕面市地域創造部交通政策課ＨＰ
※公共施設巡回福祉バス（Mバス）ルート図、オレンジゆずるバスルート図をもとに作成

粟生団地⇔箕面間は、Mバス
（東部北コース）と路線バスが
重複して運行

※路線バスは、２路線のみ表示

※路線バスは、２路線のみ表示

コミュニティバス同士の乗継割引を実施


